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学                 歴 

年   月 事                   項 

平成４年  ４月  武蔵工業大学工学部経営工学科入学 

平成８年  ３月  
 

武蔵工業大学工学部経営工学科卒業 

平成８年  ４月 武蔵工業大学大学院工学研究科経営工学専攻修士課程入学 

平成１０年３月 武蔵工業大学大学院工学研究科経営工学専攻修士課程修了 

平成１０年４月 東京工業大学大学院社会理工学研究科価値システム専攻博士後期課程入学 

平成１４年３月 東京工業大学大学院社会理工学研究科価値システム専攻博士後期課程修了 

博士（工学）・東京工業大学 工博第3670号 

  

職                 歴 

年   月 事                   項 

平成１４年４月 東京理科大学理工学部経営工学科嘱託助手（平成１９年３月まで） 

平成１９年４月 東京工業大学大学院総合理工学研究科知能システム科学専攻21世紀COE研究員

（平成２０年３月まで） 
平成１９年１０月 東京工業大学非常勤講師（平成２０年３月まで） 

平成２０年４月 千葉工業大学社会システム科学部プロジェクトマネジメント学科助教（平成２

３年３月まで） 
平成２１年１０月 日本大学生産工学部マネジメント工学科非常勤講師（平成２２年３月まで） 

平成２４年４月 多摩大学経営情報学部准教授、多摩大学大学院准教授（現在に至る） 

  

学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等 

現在所属している学

会 
日本経営工学会，プロジェクトマネジメント学会，経営情報学会，日本オペレ

ーションズ・リサーチ学会，大いなる多摩学会、日本人間工学会 



年   月 事                   項 

平成８（1996）年

９月 
日本経営工学会会員（現在に至る） 

平成１１（1999）
年８月 

プロジェクトマネジメント学会会員（現在に至る） 

平成１５（20003）
年１０月 

経営情報学会会員（現在に至る） 

平成１８（20006）
年４月 

日本オペレーションズ・リサーチ学会会員（現在に至る） 

平成１８（20006）
年５月 

日本オペレーションズ・リサーチ学会機関紙編集委員（平成２２年４月まで） 

平成２０（20008）
年１０月 

横幹連合 分野横断型科学技術アカデミック・ロードマップ委員（平成２１年３

月まで） 

平成２１（20009）
年６月 

横幹連合 企画・事業委員会委員（平成２２年３月まで） 

平成２２（2010）
年６月 

経営情報学会2010年春季全国研究発表大会 プログラム委員 

平成２８（2016）
年１２月 

大いなる多摩学会会員（現在に至る） 

平成３０（2018）
年４月 
 

日本人間工学会会員（現在に至る） 

  

  

賞                 罰 

年 月 事                   項 

平成18（2006）年3
月 
 

プロジェクトマネジメント学会 2005年度 論文奨励賞 
「組織事故へのポリエージェントシステム論的アプローチ」 
増田浩通，木嶋恭一：プロジェクトマネジメント学会学会誌，Vol.2, No.3,  
p.23-31（2000） 

 
 
 

平成21（2009）年

11月 
 
 
 
 

経営情報学会 2009年度 論文賞 
「社会的ネットワークを考慮した消費者行動のエージェントベースモデル ―デ

ジタルミュージックプレーヤー市場への適用―」  
増田浩通,上村亮介,新井健：経営情報学会誌，Vol.17,No.1，pp.1～23，平成

20年（2008）6月  
 
 
 

平成27（2015）年5
月 

多摩大学 教育職員授業評価 顕彰 
「経営科学Ⅱ」 

 
 
 
 
 



研 究 分 野 研究内容のキーワード 
経営科学，経営工学 社会シミュレーション，経営情報システム，複雑系 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事    項 年 月 日 概    要 
大学演習授業におけるKK-MAS使用事

例 
 
第3 回KKMAS コンペティション，

（株）構造計画研究所, 優秀賞受賞(平
成15年3月) 災害弱者を考慮した避難

行動シミュレーションモデル 
 
第 5 回 KKMAS コンペティション，

（株）構造計画研究所，佳作受賞(平
成 17 年 3 月) 映画観客動員変動モデ

ルによるマーケティング戦略のシナリ

オ立案 

平成 19（2007）年 3
月 7 日 

（株）構造計画研究所にて，マ

ルチエージェントシミュレータ

を用いた東京理科大学理工学部

経営工学科での演習で用いた結

果を発表した．この演習により

プログラミング技術を習得する

のみではなくシステム思考を養

うのに有効であったことを発表

した．また実験演習授業で得た

プログラミング技術及びシステ

ムモデル構築手法の習得によ

り，その後の卒業論文，修士論

文の研究テーマにつなげること

ができそれにより，関連研究発

表会にて優秀賞と佳作を受賞し

た． 
 

情報工学概論 
情報ネットワーク概論Ⅰ,Ⅱ 
プログラミング言語入門Ⅱ 

情報と通信社会 
ＩＴリテラシー 
特別講座Ⅰ,Ⅱ 

大学院 分散システム論 
プレゼミナール 

ホームゼミナールⅠ、Ⅱ 

 
 
 
 
平成 24（2012）年度

担当科目 

 
 
 
 
担当した授業およびゼミの一覧 

情報工学概論 
情報ネットワーク概論Ⅰ,Ⅱ 
プログラミング言語入門Ⅱ 

特別講座Ⅰ,Ⅱ 
プレゼミナール 

プレホームゼミナール 
ホームゼミナールⅠ,Ⅱ,Ⅲ、Ⅳ 

平成 25（2013）年度

担当科目 担当した授業およびゼミの一覧 

情報工学概論 
情報ネットワーク概論Ⅰ 

経営科学Ⅰ,Ⅱ 
特別講座Ⅰ,Ⅱ 

プレゼミナールⅠ,Ⅱ 
ホームゼミナールⅠ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ 

平成 26（2014）年度

担当科目 担当した授業およびゼミの一覧 

 



平成 26 年度秋学期ボイス（授業評

価）、履修者：50 人～100 人の授業の

うち順位 1 位として講義名「経営科学

Ⅱ」が教育職員授業評価の顕彰を受け

た。 

平成 27（2015）年 5
月 27 日 

この授業のボイスの結果は、4.15
であり、コメント欄にも大変満

足した旨のことが記入されてい

た。この授業は毎授業、学生に

エクセルの課題を出し、T-NEXT
上にその課題を各自アップロー

ドさせる授業形式をとった。こ

れはアクティブラーニングの一

形態と考えられる。各学生のエ

クセルのスキルに合わせ、じっ

くり課題に取り組む時間をと

り、自己理解につなげたこと

が、学生の授業満足度が高くな

ったことにつながったと考えら

れる。 
 

問題解決メソッドⅠ 
ビジネスコミュニケーション入門Ⅰ 

問題解決学入門Ⅰ  
クリエイティブデザインⅡ 

IT デザインⅡ, 経営情報論Ⅱ 
特別講座Ⅰ,Ⅱ 
プレゼミⅠ,Ⅱ  

ホームゼミナールⅠ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ 
 

平成 27（2015）年度

担当科目 担当した授業およびゼミの一覧 

問題解決メソッドⅠ 
問題解決メソッドⅢ 

IT デザインⅡ, 経営情報論Ⅱ 
特別講座Ⅰ・Ⅱ 
プレゼミⅠ・Ⅱ  

ホームゼミナールⅠ,Ⅱ,Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、

Ⅵ 

平成 28（2016）年度

担当科目 担当した授業およびゼミの一覧 

情報ネットワーク 
経営科学Ⅰ,経営科学Ⅱ 

問題解決学入門Ⅱ 
経営情報論Ⅱ 
特別講座Ⅰ・Ⅱ 
プレゼミⅠ・Ⅱ  

ホームゼミナールⅠ,Ⅱ,Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、

Ⅵ 

平成 29（2017）年度

担当科目 担当した授業およびゼミの一覧 

ＩＴコミュニケーション入門 
情報ネットワーク 

経営科学Ⅰ,経営科学Ⅱ 
プレゼミⅠ・Ⅱ  

ホームゼミナールⅠ,Ⅱ,Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、

Ⅵ 

平成 30（2018）年度

担当科目 担当した授業およびゼミの一覧 



職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
〆、 

事    項 年 月 日 概    要 
FD 委員会および MIC 委員会 平成 24－25 年度 

(2012-2013) 
MIC 委員会および FD 委員会での活

動を積極的に務めた。 
 
 入試委員会および MIC 委員会 平成 26-27 年度 

(2014-2015) 
入試委員会：広報誌担当。 
MIC 委員会：ミニ FD、システム関

連担当。 
 入試委員会および AL 支援委員会 平成 28-29 年度 

(2016-2017) 
入試委員会：システム担当。 
AL 支援委員会：ＡＬ祭、T-
Commons 担当。 
 

就職委員会および地域活性化マネジメ

ント委員会 
平成 30(2018)年度 就職委員会：システム担当。 

地域活性化マネジメント委員会： 
自己点検 

   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名

称 

単 著 
共 著 
の 別 

発行又は 
発表の 
年 月 

発行所，発表雑誌等

又 
は発表学会等の名称 

概    要 

(著書）  
 

 
 

 
 

 
 



 
 
 
 
分野横断型科学技術ア

カデミック・ ロードマ

ップ報告書 
 

共著 
 

平成 21 年

（20009） 
3 月 

 
 
 
 
 
横断型基幹科学技術

研究団体連合・経済

産業省 
 

災害時の人の動きを実際に検

証することは難しく、さらに

避難行動を検証するにはかな

りの手間や時間、危険が伴う

ため、研究者たちによって理

論的な避難行動モデルやコン

ピュータシミュレーションが

開発されている。個々の避難

者の属性を細かく設定でき

る、あるいは環境条件を変更

できる、多くの避難者の相互

作用つまりコミュニケーショ

ンを考慮できる、そして避難

している状態を視覚化するこ

とができるなど、多くの利点

や特徴を持っているエージェ

ントベースシミュレーション

を用いた避難モデルについて

解説した。 
［担当部分］４．１０ 防
災・安全シミュレーション，

pp.146-151 
［共 著 者］横断型基幹科学

技術研究団体連合編 

 
実践レジリエンスエン

ジニアリング -社会・

技術システムおよび重

安全システム への実装

の手引き- 

共訳 
平成 26 年 
（2014） 

5 月 

 
 
 
日科技連出版社 

 
分担翻訳を担当した。 

 

  

  

著書，学術論文等の名

称 

単 著 
共 箸 
の 別 

発行又は 
発表の 
年 月 

発行所，発表雑誌等

又 
は発表学会等の名称 

概    要 

(学術論文）  
 

 
 

 
 

 
 ビデオリモコンのアフ

ォーダンスとユーザの

メンタルモデルに関す

る考察”, 

共著 平成8年 
(1996) 

人間工学会第26回関

東支部大会講演集，

pp94-95 

坂田理彦, 増田浩通, 帰山秀

治, 林喜男, 谷井克則 



ビデオリモコンのユー

ザーのメンタルモデル

に関する考察 

共著 
 

平成9年 
(1997年) 
９月 

情報処理学会研究報

告. HI, ヒューマンイ

ンタフェース研究会

報告 
97巻(88)，pp.19-23 

最近の家電製品は多機能化が

進んだが操作が複雑になり多

くの機能が使われずにいる. 
この原因の一つとして, 設計

者が意図した製品と, ユーザ

ーが実際に使いやすいと思う

製品との間にギャップがある

ためと考えられる. 上記の問

題を解決する第一歩として,
家電製品の中で操作がわかり

にくいとされるビデオリモコ

ンを用い, ユーザーのメンタ

ルモデルを把握することにし

た. 研究ではアンケート調査

により, ボタン配置における

メンタルモデルの形成を仮定

し, 次に視線検出法を用いて

検証した.  
(坂田理彦，増田浩通，帰山

秀治，林喜男，谷井克則) 

ビデオリモコンのアフ

ォーダンスとユーザー

のメンタルモデルに関

する研究 : その2 視線

検出法を用いた分析  
 
 

共著 
 

平成9年 
(1997年) 

 

日本人間工学会大会

講演集 38, pp.370-
371 

（坂田理彦 , 帰山秀治 , 増田

浩通 , 林喜男 , 谷井克則） 
 

人間要因に基づく製品

潜在危険の診断システ

ムに関する研究 

共著 平成9年 
(1997年) 

 

平成9年度日本経営工

学会秋季研究大会予

稿集，pp.92-93 

増田浩通, 横山真一郎 

企業の社会的責任－

「社会品質 
共著 平成10年 

(1998年) 
 

平成10年度日本経営

工学会秋季研究大会

予稿集，pp.59-60 

横山真一郎，関哲朗，増田浩

通 

組織事故へのポリエー

ジェントシステム論的

アプローチ 

共著 平成11年 
(1999年) 

 

プロジェクトマネジ

メント学会 1999年
度秋季研究発表大会

予稿集，pp151-156 

増田浩通，木嶋恭一 



The Socially 
Responsible Quality - 
A proposal of New 
Quality Concept - 
 

共著 
 

平成11年 
(1999年) 

9月 

The Second Asia-
Pacific Conference 
on Industrial 
Engineering and 
Management 
Systems 
pp.185-188 
 

The Socially Responsible 
Quality is the new concept 
of quality management. 
According to the traditional 
quality concept, excellent 
products are required to 
satisfy the two quality 
elements, i.e., the normal 
quality and the attractive 
quality.  
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
査読有(Hiroyuki Masuda, 
Tetsurou Seki and Shin-
ichiro Yokoyama） 

｢信頼｣と｢信頼性工学｣

の 間 にあるもの 

副題：エンジニアリン

グアプローチの限界か

ら，ポリエージェント

システム論的アプロー

チへ 

 平成12年 
(2000年) 

 

第４回ヒューマン・

マシン・システムの

信頼性と安全性，電

気通信大学 大学院 

情報システム学シン

ポジウム要項集，

pp54-59 

増田浩通 ，木嶋恭一 

社会品質としての安全

性 
共著 

 
平成12年 
(2000年) 

3月 

電子情報通信学会技

術研究報告, pp.7-13 
「顧客の立場に立った製品づく

り, 環境に配慮すること, 安全を

守ること」といった企業の社会

的責任が今まさに問われている.
安全や環境に関することが問題

となって表出するのは時間がか

かる.従って今の時代だけの満足

を追求するのではなく, 製品のラ

イフサイクルを考慮して, 安全確

保(安全性)や環境保護(環境性)に
ついても検討していかなくては

ならない.この論文では, これら

安全性, 環境性, 使用性の3つのベ

クトルを視野に入れた品質目標

を一つの品質概念, つまり「社会

品質:Socially Responsible 
Quality(SRQ)」と定義した.社会

あるいは生活者は, この社会品質

に対する企業の取り組み方やそ

の達成度合いから各企業を評価

する必要性があることを述べた. 
(横山真一郎，増田浩通，関哲

朗) 



Poly-agent systems 
approach to 
organizational 
accidents: Theory and 
its applications 

共著 
 

平成12年 
(2000年) 

6月 

Fifth International 
Conference, Asia-
Pacific Region of 
Decision Sciences 
Institute, CD-ROM 

The purpose of this 
research is to analyze and 
obtain insights for 
preventing fatal accidents 
in organization-based 
projects by poly-agent 
systems approach, a kind of 
systems thinking. To 
prevent such accidents, it is 
certainly indispensable to 
recognize and understand 
potential danger at the 
stages of "concept making" 
and "predetermined 
definition" of the project 
management.担当部分：論

文執筆全般につき担当部分抽

出不可能 
査読有(Hiroyuki Masuda, 
and Kyoichi Kijima） 

プロジェクトマネジメ

ントにおける社会品質

の位置付け  
 

共著 平成12年 
（2000） 

プロジェクトマネジ

メント学会研究発表

大会予稿集,pp.99-
100,  

プロジェクトマネジメントに

おいて, プロジェクトの目標

とするところの品質を達成す

ることは, プロジェクトの成

否を決定付ける重要な要因で

ある. 一般にプロジェクトは

有期的な活動であるといわ

れ, その目標品質もプロジェ

クトライフサイクルの中で達

成されることが期待されてい

る. 一方で, プロジェクトの創

生母体である企業等には無期

的, 拡大的な存続が期待され

ている. 
（増田浩通 , 関哲朗 , 横山真

一郎） 



組織事故へのポリエー

ジェントシステム論的

アプローチ 

共著 平成12年 
(2000) 

8月 

プロジェクトマネジメ

ント学会学会誌 
Vol.2,No.3, pp.23～
31 

本研究の目的は, 組織におけ

る事故発生の構造をシステム

論的に解析し, 今後のプロジ

ェクトマネジメント段階での

予防アプローチへ貢献するこ

とである.まず安全問題には

多領域にわたる学際的なリス

クマネジメント研究の必要性

があることを指摘する.それ

をふまえて本研究では安全問

題の中から特に「組織事故」

に焦点を当てる.  
担当部分：論文執筆全般 
査読有（増田浩通,木嶋恭一） 

クレーム及び事故情報

を活用した安全品質保

証システム構築の一提

案－建築産業を例にし

て－ 

共著 平成12年 
(2000) 
10月 

日本経営工学会誌 
Vol.51,No.4, pp.380
～388 

建築産業においては, 欠陥住

宅は依然として多く社会問題

になっている.事故分析をす

ると類似の事故が繰り返し発

生しているのが分かる.過去

の事故情報が再発防止のため

に活用されていないためであ

ると考えられる.建築産業界

は事故の情報や事故につなが

るクレーム情報をより積極的

に収集解析し, その結果を建

築物の安全性のために利用す

ることが必要である.本研究

では, まず安全性の観点から

過去の判例及び事故・事例, 
クレームを調査し, 顧客の実

際の使用状態の把握を行っ

た.そしてこのクレーム情報

を活用した安全品質保証シス

テムの構築を目的とした. 
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
査読有（増田浩通・ 横瀬智

彦・ 角田喜章,・横山真一

郎） 

複雑システムとしての

組織の安全に関する研

究 －失敗を学習する組

織と安全文化－ 

単著 平成14年 
(2002年) 

3月 

東京工業大学 工博

第3670号 
博士論文 



Socially Responsible 
Quality as Base of 
Enterprise Project 
Management 

共著 平成14年 
(2002年) 

 

ProMAC2002, 
Marina Mandarin 
Hotel, Singapore, 31 
July - 2 Aug, Vol2, 
pp 645-651 

Hiroyuki Masuda, Tetsurou 
Seki and Shin-ichiro 
Yokoyama 
 
（査読付き） 

エージェントベースド

シミュレーションを用

いた組織内の安全情報

伝達 

共著 平成15年 
(2003年) 

3月 

SICE, 第28回システ

ム工学部会研究会

「人工社会・組織・

経済におけるエージ

ェント指向シミュレ

ーション」～組織の

評価とゲーミングシ

ミュレーションから

の接近～，pp17-22  

増田浩通, 木嶋恭一 

開発事業計画過程の繰

り返し交渉モデル 
共著 平成15年 

(2003年) 
3月 

SICE, 第28回システ

ム工学部会研究会,  
pp13-16 

夏井崇博, 新井健, 増田浩通 

災害弱者を考慮した避

難行動シミュレーショ

ンモデル, 

共著 平成15年 
(2003年) 

3月 

第3 回KKMAS コン

ペティション，

（株）構造計画研究

所 

新井健，増田浩通，落合哲郎

優秀賞受賞【部門１ 学術的

な研究分野】 

ハイパーマーケットに

おける食料品売り場の

比較分析～カルフール

幕張店の事例研究～ 

共著 平成15年 
(2003年) 

3月 

第3 回KKMAS コン

ペティション，

（株）構造計画研究

所 

増田浩通，野村耕太郎，新井

健 

Estimating the 
Potential for 
Transition to 
Commercial Land Use 
at a 10-m Square Cell 
to be Applied to a CA-
based Land Ues 
Model 

共著 平成15年 
(2003年) 

5月 

Proceedings of the 
8th International 
Conference on 
Computers in Urban 
Planning and Urban 
Management 

Takeshi Arai, Hiroyuki 
Masuda 



都市郊外幹線道路沿道

用地の商業用地への推

移ポテンシャルの推定: 
国道16号線沿いの事例

研究 

共著 平成15年 
(2003年) 

9月 

『地理情報システム学

会講演論文集』12巻 
地理情報システム学

会,２００３年, pp. 
347-350  

詳細な時系列である細密数値

情報(10mメッシュ土地利用)
を用いて幹線道路を中心に土

地利用を分析し,周囲の土地

利用状況がどのような影響を

及ぼすかを,近隣の影響を考

慮する手法(セル･オートマト

ンの考え方)を用いて,分析し

た．千葉県北西部に位置する

柏市を対象に,3km×2kmの

範囲で1974-1994年までの5
時点データを利用した。細密

数値情報をExcelデータに変

換し国道や駅からの影響を距

離ごとにまとめ,セルの交通

利便性を把握して,近隣の土

地利用の影響を商業用地と道

路用地に絞って調査し,土地

利用動態の推移ポテンシャル

関数を試算した．その結果,
幹線道路沿道の土地利用を予

測し,商業用地開発に役立て

ることができた． 
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
(加藤公洋, 増田浩通, 新井健) 

CAベースの土地利用

モデルにおける住宅地

への推移ポテンシャル

の推定 

共著 平成15年 
(2003年) 

9月 
 
 
 

地理情報システム学会

講演論文集 = Papers 
and proceedings of the 
Geographic 
Information Systems 
Association 12, pp.343-
346 
 

(安西教明 , 増田浩通 , 新井

健) 
 
 
 
 

エージェントベースド

シミュレーションを用

いたハイパーマーケッ

トにおける食料品売り

場の比較分析 

共著 平成15年 
(2003年) 

10月 
 
 
 

平成15年度日本経営

工学会秋季研究大会

予稿集，pp.140-143 

野村耕太郎，増田浩通，新井

健 



Socially Responsible 
Quality as Base of 
Enterprise Project 
Management 

共著 平成15年 
(2003年) 

10月 

プロジェクトマネジメ

ント学会学会誌 
Vol5，No.2，pp.34～
39 

The Socially Responsible 
Quality (SRQ) is a new 
concept in quality 
management. Enterprises 
and corporations will need 
to adopt this concept to 
improve project 
management. Enterprises 
and corporations should 
fulfill their responsibilities 
to society so that they can 
gain society's confidence. 
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
査読有（Hiroyuki Masuda, 
Tetsurou Seki and Shin-ichiro 
Yokoyama） 

開発事業計画過程にお

けるゲーミングとABS
を融合した交渉シミュ

レーションアプローチ 

共著 平成15年 
(2003年) 

11月 

経営情報学会 2003年
秋季全国研究発表大

会，函館大学，

pp.270-273 

夏井崇博，増田浩通，新井 
健 

首都圏の地方自治体に

おけるホームページ開

設効果の分析 

共著 平成15年 
(2003年) 

11月 

経営情報学会 2003年
秋季全国研究発表大

会，函館大学，

pp.98-101 

渡邊嘉男，増田浩通，新井 
健 

エージェントベースド

シミュレーションを用

いた組織内のインシデ

ントレポート伝達過程

解析に関する研究 

単著 平成15年 
(2003年) 

12月 

経営情報学会誌 
Vol.12，No.3,pp.71
～94 

本論文では,マルチエージェ

ントシミュレータSwarmを

用いて,多主体複雑系の概念

を用いながら組織内のインシ

デントレポート伝達過程を

PC上で実装し,エージェント

ベースドシミュレーションに

より,安全な組織の設計のた

めの指針を考察することを目

指す.  
査読有（単独） 

公共事業計画に関する

合意形成シミュレーシ

ョンモデルの研究 

共著 平成16年 
 (2004年) 

3月 

SICE，第32回システ

ム工学部会研究会，

pp19-24 

夏井崇博, 新井健，増田浩通 



都心地区での災害時避

難シミュレーションモ

デルの開発 

共著 平成16年 
 (2004年) 

3月 

第4回KKMAS コンペ

ティション，（株）

構造計画研究所 

宇田川金幸，金栗遼太郎，増

田浩通，新井健 

スケールフリーネット

ワークを利用した消費

者意思決定モデル 

共著 平成16年 
 (2004年) 

3月 

第4回KKMAS コンペ

ティション，（株）

構造計画研究所 

筒井泰裕, 増田浩通，新井健 

Integrated Model of 
Emergency 
Evacuation of People 
after a Big 
Earthquake at the 
Busy Quarter near a 
Major Junction 
Station in Suburban 
Tokyo 

共著 平成16年 
 (2004年) 

5月 

the International 
Conference on 
Complex Systems 
(ICCS 2004), Boston, 
US 

Hiroyuki Masuda, Takeshi 
Arai, et al. 
 
poster session 

Estimation of the 
Functions Describing 
Transition Potentials 
of Land Use at Cells 
Applied to Cellular 
Automata Based 
Models of Land Use 

共著 平成16年 
 (2004年) 

5月 

the International 
Conference on 
Complex Systems 
(ICCS 2004), Boston, 
US 

Takeshi Arai, Hiroyuki 
Masuda, et al.（査読付き） 

MASを用いた地下鉄駅

構内における避難シミ

ュレーションモデルの

構築 

共著 平成16年 
 (2004年) 

7月 

第34回安全工学シン

ポジウム，pp.169-
172 

増田浩通，長谷川崇，宇田川

金幸，新井健 

避難者救助・誘導員を

考慮した避難・救助マ

ルチエージェントシミ

ュレーションモデル 

共著 平成16年 
 (2004年) 

7月 

第34回安全工学シン

ポジウム，pp.177-
180 

長谷川崇，増田浩通，金栗遼

太郎，新井健 

セルオートマトンを適

用した街区単位の土地

利用動態モデルの開発 

共著 平成16年 
(2004年) 

10月 

地理情報システム学

会 第13回研究発表大

会，工学院大学，

pp.75-78 

田中慎也，加藤公洋，安西教

明，増田浩通，新井健 

多地域半導体技術発

展・生産シミュレーシ

ョンモデルの構築～日

米韓三カ国モデル～ 

共著 平成16年 
(2004年) 

10月 

平成16年度日本経営

工学会秋季研究大会

予稿集，pp.88-89 

数野良樹，増田浩通，新井健 

NIMBY 施設建設にお

ける交渉シミュレーシ

ョンモデルの開発 ～原

子力発電所建設を事例

として～ 

共著 平成16年 
(2004年) 

11月 

経営情報学会 2004年
秋季全国研究発表大

会，名古屋工業大

学，pp.196-199 

山根健史,増田浩通,新井健 



第3種空港の旅客数変

動要因の分析 
共著 平成16年 

(2004年) 
11月 

経営情報学会 2004年
秋季全国研究発表大

会，名古屋工業大

学，pp.128-131 

細井匠,増田浩通,新井健 

映画観客動員変動モデ

ルによるマーケティン

グ戦略のシナリオ立案 

共著 平成17年 
(2005年) 

3月 

第5回KKMAS コンペ

ティション，（株）

構造計画研究所 

上村亮介，増田浩通，新井健 
 
佳作受賞【部門２ 研究利

用，学術的な研究部門】 

An Agent-based 
Simulation Model of 
Evacuation in a 
Subway Station  

共著 
 

平成17年
（2005） 

6月 

Proceedings of  The 
9th International 
Conference on 
Computers in Urban 
Planning and Urban 
Management 
(CUPUM05), 
London, UK, 
Internet 

The purpose of this study is 
to build an agent based 
simulation model of 
evacuation behaviors at 
platforms in a subway 
station in order to mitigate 
the damage when a disaster 
occurs. To accomplish this 
purpose, we need to 
understand subway 
passengers' behaviors. It is 
difficult to reenact the scene 
of disasters and evacuation 
drills spend too much time 
and money to conduct them 
often. 
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
査読有（Hiroyuki MASUDA 
and Takeshi ARAI） 

A Simplified CA and 
Markov model of 
Land-use dynamics in 
a suburb of the Tokyo 
metropolitan region 

共著 
 

平成17年
（2005） 

6月 

The 9th 
International 
Conference on 
Computers in Urban 
Planning and Urban 
Management 
(CUPUM05), 29 
June – 1 July, 
London, UK 

Takeshi Arai, Hiroyuki 
Masuda and Shinya 
Tanaka, 
（査読付き） 

ターミナル駅周辺にお

ける街路避難シミュレ

ーションモデルの構築 

共著 平成17年 
(2005年) 

7月 

第35回安全工学シン

ポジウム，pp.139-
142 

増田浩通，新井健 

ニュータウン地区の土

地利用動態モデル 
共著 平成17年 

(2005年) 
9月 

地理情報システム学会

講演論文集 = Papers 
and proceedings of the 
Geographic 
Information Systems 
Association 14, pp.57-
60, 2005-09-30 

(田中慎也 , 増田浩通 , 新井健) 



電力市場自由化を想定

した相対取引シミュレ

ーションモデル 

共著 平成17年 
(2005年) 

11月 

経営情報学会 2005年
秋季全国研究発表大

会，中村学園大学，

pp.456-459 

黒田直宏, 増田浩通, 新井健 

映画作品市場のマルチ

エージェントモデル 
共著 平成17年 

(2005年) 
11月 

経営情報学会 2005年
秋季全国研究発表大

会，中村学園大学，

pp.196-199 

上村亮介, 増田浩通, 新井健 

短期トレーダーが株式

市場に及ぼす影響のマ

ルチエージェントシミ

ュレーション分析 

共著 平成17年 
(2005年) 

11月 

経営情報学会 2005年
秋季全国研究発表大

会，中村学園大学，

pp.192-195 

佐藤政允, 増田浩通, 新井健 

A Multi-Regional 
Model of the 
Development in 
Technology Industries 

共著 平成17年 
（2005） 

11月 
 

International 
Journal of 
Knowledge and 
Systems Sciences 
(IJKSS) 
Vol. 2, No. 4, pp.54～
60 
 

Forecasting the production 
of technological 
development and 
manufacturing is important 
to managers,entrepreneurs, 
governments and others. 
This paper aims to propose 
a System Dynamics model 
for the semiconductor 
industry in multi-regions, 
such as Japan, United 
States of America, and 
South Korea. 
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
査読有（Yoshiki 
Kazuno, Hiroyuki Masuda 
and Takeshi Arai） 

電力小売市場における

地域差の選好要因を考

慮した相対取引モデル 

共著 平成18年 
(2006年) 

1月 

エネルギーシステム・

経済・環境コンファレ

ンス講演論文集 = 
Proceedings of the 
Conference on Energy, 
Economy, and 
Environment 22, 
pp.375-378, 2006-01-26 

(黒田直宏 , 増田浩通 , 新井健) 

マルチエージェントシ

ミュレーションによる

ドラッグストア店内レ

イアウトの効果分析 

共著 平成18年 
(2006年) 

3月 

第6回KKMAS コンペ

ティション，（株）

構造計画研究所 

菊池晋矢，増田浩通，新井健 

グループ行動特性を考

慮した繁華街地区にお

けるエージェントベー

ス避難モデル 

共著 平成18年 
(2006年) 

7月 

安全工学シンポジウ

ム2006，pp.97-100 
増田浩通，新井健，渡部慶之 



An agent-based model 
of consumers' 
behavior influenced 
by the media, the 
Internet and word-of-
mouth: An application 
to the movie market 
in USA 
 

共著 
 

平成18年 
（2006） 

8月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Proceedings of The 
First World 
Congress on Social 
Simulation 
(WCSS2006), Kyoto, 
Japan, CD-ROM 
 

The paper proposes to 
explain macro dynamics 
modeling consumer 
behaviors. It fits the 
potential features of agent 
based modeling and it can 
represent an original work 
in the marketing and 
consumer behavior 
literature. 
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
査読有(Hiroyuki Masuda, 
Ryosuke Kamimura and 
Takeshi Arai） 

小売業競合システムダ

イナミックスモデルに

よる新線開通の影響分

析 

共著 
 

平成18年 
（2006） 

11月 
 
 

平成18年度日本経営

工学会秋季研究大会

発表予定，県立広島

大学，pp.132-133 

渡辺友樹，新井健，増田浩通 

地方自治体ウェブサイ

トによる情報提供に関

する調査分析 

共著 
 

平成18年 
（2006） 

11月 
 
 

経営情報学会 2006年
秋季全国研究発表大

会，神戸商科大学・

兵庫県立大学神戸学

園都市キャンパス，

pp.240-243 

新井健，増田浩通，渡辺友樹 

地方自治体への申請手

続における個人情報漏

洩対策のFTAによる分

析 

共著 
 

平成18年 
（2006） 

11月 
 
 

経営情報学会 2006年
秋季全国研究発表大

会，神戸商科大学・

兵庫県立大学神戸学

園都市キャンパス，

pp.396-399 

森岡亜依, 増田浩通, 新井健,  

消費者購買行動のマル

チエージェントモデル 

映画市場を事例として 

共著 平成18年 
（2006） 

12月 

日本経営工学会誌 
Vol.57,No.5, pp.450
～469 

情報化の進展により複雑化を

増した消費者行動を理解する

一手段としてマルチエージェ

ントシミュレーションによる

研究を試みた.エージェント

同士の情報伝達や個々の選

好,影響の受けやすさ,過去の

購買経験などの要因,さらに

広告による情報を加えること

で消費者の購買意思決定行動

を記述し,それらの総体とし

ての市場全体での消費者動向

を表現できるモデルを構築し

た.担当部分：論文執筆全般

につき担当部分抽出不可能 
査読有（上村亮介,増田浩通, 
新井健） 



大学演習授業における

KK-MAS使用事例 
共著 平成19年 

（2007） 
3月 

第7回MAS コンペテ

ィション，（株）構

造計画研究所 

増田浩通，新井健 

社会的ネットワークを

考慮した消費者行動の

エージェントベースモ

デル ―デジタルミュー

ジックプレーヤー市場

への適用― 

共著 平成20年
（2008） 

6月 

経営情報学会誌 
Vol.17,No.1，pp.1～
23 

本研究では，複数の競合製品

があり，また個性が異なる複

数の消費者が存在する市場を

モデル化する．このモデルで

は，一定期間内における複数

の同種製品の販売量を推計す

る．このモデルをネットワー

ク外部性効果が働くデジタル

ミュージックプレーヤー市場

に適用し，市場全体の反応を

分析することの有効性を探

る． 
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
査読有（増田浩通,上村亮介,
新井健） 

公的研究機関における

優先的研究開発テーマ

の評価に向けた意思決

定手法の提案 

共著 平成20年
（2008） 

 

経営情報学会 全国

研究発表大会要旨集, 
p.2 

我が国の公的研究機関に対し

てこれまで以上に産業の発

展、及び持続可能な社会実現

に貢献することへの期待が高

まっている中、優先的研究開

発テーマの選定や評価に関す

る方法論の明示等について説

明責任を果たすことはこれま

で以上に重要となる。 
 
（森本慎一郎 , 増田浩通） 

持続可能社会実現に向

けた研究開発テーマの

評価に関する方法論の

提案 

共著 平成20年
（2008） 

12月 

エコデザイン 2008 
ジャパン シンポジウ

ム，東京ビッグサイ

ト（東京都江東区有

明） 

森本慎一郎，増田浩通 

パネル討論 「社会シス

テムシミュレーション

技術のアカデミックロ

ードマップ」 

単著 平成21年
（2009） 

6月 

第28回日本シミュレ

ーション学会大会，

芝浦工業大学 豊洲キ

ャンパス 

増田浩通，パネリスト 

競争的資金獲得におけ

る研究者の意思決定モ

デル 

共著 平成21年
（2009） 

7月 

経営情報学会2009年
春季全国研究発表大

会，明治大学，CD-
ROM 

飛田正一，増田浩通，森本慎

一郎 



エージェントベースシ

ミュレーションによる

小売店舗レイアウトの

効果分析 

共著 平成21年
（2009） 

8月 

日本経営工学会誌 
Vol.60,No.3, pp.128～
144 
 

本研究は，明確な訪店目的を

持ち計画的に購買する消費者

に対し，より多くの商品を購

入して頂くよう購買意思（購

買意欲）を誘引し，売り上げ

の向上を見込める適切な店内

レイアウトを，マルチエージ

ェントシミュレータ（Multi 
agent simulation 以下

MAS）により分析・検証す

ることを目的とする．研究対

象は，計画購買消費者の割合

が高いと予想されるドラッグ

ストアを用いた． 
担当部分：論文執筆全般につ

き担当部分抽出不可能 
査読有（増田浩通, 菊池晋矢, 
新井健） 

競争的資金獲得におけ

る研究者の意思決定モ

デル 

共著 平成21年
（2009） 

経営情報学会 全国研

究発表大会要旨集, 
pp.49-49 

イノベーション創出に向けた

効果的な研究開発投資は我が

国にとっても重要な課題であ

る。我が国ではこれまで内閣

府総合科学技術会議な文部科

学省を中心に効果的な競争的

研究資金の動向やあり方、お

よび制度設計について検討が

行われ、その中では研究者の

意識調査も行われてきた。し

かし競争的研究資金制度の中

で特に資金配分の単位や審査

方法などの「資金配分方法」

は研究者の競争的研究資金獲

得や研究実施に向けたインセ

ンティブに …  
 
(飛田 正一 , 増田浩通 , 森本慎

一郎) 



研究戦略策定における

意思決定手法の適用に

関する調査研究 

共著 平成26年 
（2014） 

2月 

経営情報研究 : 多摩大

学研究紀要 (18), pp.51-
62 

本調査研究ではこれまで公的

研究機関や企業等，様々な組

織の研究開発戦略策定におい

て，各種意思決定手法を適用

した事例を包括的に調査・分

析すると同時にそれら組織の

研究開発戦略策定において各

種意思決定手法を適用する場

合の課題について分析を行っ

た。その結果，調査した各種

意思決定手法を研究開発戦略

策定に適用する場合，将来の

不確実性に対しては各種意思

決定手法の特性に応じて異な

る課題を持つものの，研究開

発戦略策定に向けた合意形成

については意思決定者の恣意

性や政治的影響の排除，及び

意思決定者と意思決定手法参

加者との交流促進など共通的

な課題があること，さらに多

様な分野への汎用性について

はいくつかの意思決定手法は

基本的に適用出来る研究開発

分野に限界と制約があるなど

が明らかになった。 
査読有（森本慎一郎，増田浩

通） 

防災ゲーミングからの

データ活用 
単著 平成28年 

（2016） 
9月 

2016年度統計関連学

会連合大会講演報告

集，p.319，金沢大学

角間キャンパス 

災害対応ゲーム「クロスロー

ドゲーム」を多摩大学にて実

施した。その様子を報告した

ものである。 
クロスロードゲームとは大地

震の被害軽減を目的に文部科

学省が進める「大都市大震災

軽減化特別プロジェクト」の

一環として開発された。阪

神・淡路大震災において災害

対応にあたった神戸市職員へ

のインタビューの内容をもと

に、実際の対応において神戸

市職員が経験したジレンマの

事例をカード化した、ゲーム

形式による防災教育教材であ

る。（増田浩通） 



災害対応ゲーミングか

らのデータ活用  
単著 平成29年 

（2017） 
2月 

経営情報研究 : 多摩大

学研究紀要 (21), 
pp.109-116 

防災ゲーミングを実施したこ

とにより地域住民側（連光

寺・聖ヶ丘地域福祉推進委員

会）と多摩大学の連携がうま

くいくことができ、今後の大

学と地域住民との交流の礎と

なりうるものになった。そし

てデータ活用の観点からは、

大学生と地域住民が入り混じ

った災害対応ゲーミングの実

施により、属性の異なる参加

者のデータを集めることがで

きたといえる。属性の異なる

者同士がゲーミングを行うこ

とで、多くの「気づき」があ

ったと考えられる。最後に地

域住民の防災教育及び世代間

交流に資することができ、学

生のアクティブ・ラーニング

教育においても有効であった

と考える。 
査読なし（増田浩通） 

 
 レジリエンスエンジニ

アリング RAG
（Resilience Ability 
Grid）を用いた防災意

識に関する住民アンケ

ート分析 

単著 平成30年 
（2018） 

6月 

日本人間工学会第59回
大会 
宮城学院女子大学 

本研究は、多摩ニュータウン

の都市特性を 把握し、その

特性に応じた災害に強いコミ

ュ ニティをデザインし、マ

ネジメントしていく ことを

目的とする。本発表では、多

摩大学周 辺の住民に対し、

「防災意識に関する住民アン 
ケート」を実施した結果を、

レジリエンスエ ンジニアリ

ングの RAG（Resilience 
Ability Grid）のコンセプト

をもとに分析したことを 報
告する。（増田浩通） 

著書，学術論文等の名 
称 

著著別 
単共の 

発行又は 
発表の 
年 月 

発行所，発表雑誌等

又 
は発表学会等の名称 

概    要 



（その他） 
論文賞受賞講演「社会

システムシミュレーシ

ョン技術の社会的ネッ

トワークを考慮した消

費者行動のエージェン

トベースモデル ―デジ

タルミュージックプレ

 

共著 平成22年 
（2010） 

6月 

2010年春季全国研究

発表大会，東京工業

大学 大岡山キャンパ

ス 

2009年度経営情報学会の論

文賞を受賞したため，その受

賞講演を行った． 

プロジェクトリスクマ

ネジメントにおける社

会シミュレーションの

応用 
 

単著 平成22年
（2010） 

7月 

千葉工業大学 
『プロジェクト研究

年報 』Vol.7, pp.89～
90 

プロジェクトリスクマネジメ

ントにおける社会シミュレー

ションの応用について，ゲー

ミング手法を用いた例を示し

た． 

多摩地域における災害

時の流通システム回復

性の研究 ―東日本大震

災における道の駅の役

割をヒントに―（中間

発表） 

研究代

表 
平成26年 
（2014） 

2月 

経営情報研究 : 多摩

大学研究紀要 (18), 
pp.165-168 

24年度の共同研究の中間報告

を記述した。 
 
(増田浩通,諸橋正幸,出原至

道, 彩籐ひろみ,松本祐一,酒井

麻衣子) 

多摩地域における災害

時の流通システム回復

性の研究 ―東日本大震

災における道の駅の役

割をヒントに― 

研究代

表 
平成27年 
（2015） 

2月 

経営情報研究 : 多摩

大学研究紀要 (19), 
pp.207-210 

25年度の共同研究の研究報告

を記述した。 
 
(増田浩通,諸橋正幸,出原至

道, 彩籐ひろみ,松本祐一,酒井

麻衣子) 

「内向き志向」の若者

を「外向き志向」に育

てるプロジェクト研究 

共同研

究者 
平成28年 
（2016） 

 

経営・情報研究 : 多
摩大学研究紀要 (20), 
199-202, 2016 

26年度の共同研究の研究報告

を記述した。 
 
(金子邦博,清松敏雄,増田浩

通 [他]) 

多摩ニュータウンにお

ける災害に強いコミュ

ニティデザインに関す

る研究 

研究代

表 
平成29年 
（2017） 

2月 

経営情報研究 : 多摩

大学研究紀要 (21), 
pp.169-172 

28年度の共同研究の研究報告

を記述した。 
 
(増田浩通 ,中庭光彦,奥山雅

之, 松本祐一,久保田貴文) 

統計的シミュレーショ

ンモデルをもとにした

意思決定支援システム 

共同研

究者 
平成30年 
（2018） 

 

経営情報研究: 多摩大

学研究紀要 (22), 
pp.209-212 

29年度の共同研究の研究報告

を記述した 
 
(今泉忠,久保田貴文,増田浩

通) 

多摩ニュータウンにお

ける災害に強いコミュ

ニティデザインに関す

る研究(2)  
 

研究代

表 
平成30年 
（2018） 

 

経営情報研究: 多摩大

学研究紀要 (22), 
pp.213-216 

29年度の共同研究の研究報告

を記述した。 
 
(増田浩通 , 中庭光彦 , 奥山雅

之 , 松本祐一 , 久保田貴文) 



文部科学省研究費補助

金 若手研究（B) 
「エージェントベース

ドシミュレーションを

用いた群集避難行動解

析と事故予防計画の構

築」（増田浩通） 

研究 
代表 

平成16～

18年度 

（2004-
2007）年

度 
 

 研究経費：3,700千円 

 


